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皆様の地域防災活動への取組、ご意見などをも
とに、より充実した内容の総合情報誌にしてい
きたいと考えております。皆様からの情報やご
意見等をお待ちしております。
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情報提供のお願い
【表紙写真】
1976年（昭和51年）10月29日（金）17時40分頃、

山形県酒田市の映画館のボイラー室から出火。

酒田市中心部の商店街約22万5,000平方メートル

（1,774棟焼失）を焼失する大規模火災となりまし

た。当日は、風が強く隣接したビルや木造家屋に

広がり、その強風により大量の飛び火や火の粉が

発生し、鎮火まで12時間を要しました。この火災に

より消防士１名が殉職し、火の粉等で目を負傷する

消防士・消防団員が続出しました。

○編集後記／41

論　　説
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消防団を中核とした地域防災力向上の取組 １(総務大臣 寺田 稔）

(水難学会会長　長岡技術科学大学大学院 教授　斎藤秀俊）
どうしたら、洪水をわが身の危機と認識できるか？

２

４

第41回全国消防殉職者慰霊祭／第43回九都県市合同防災訓練／１.日本の災害（高知県/

宮崎県/大分県/静岡県）／２.世界の災害（パキスタン/中国/台湾/メキシコ）

11月５日は津波防災の日・世界津波の日（内閣府） 40

防火防災功労賞受賞記念「共助」「近助」による災害に強いまちづくり
(東京都町田市 玉川学園町内会 防犯防災部長 島倉 正美）

22

大八防災プロジェクト ～多角的な防災アプローチで防災意識アップ～
(岐阜県高山市 大八まちづくり協議会事務局 山本 真紀）

24

地域防災リーダーの活動とキャリア形成 ～学生消防支援ボランティア組織「SAFETY」の取組から～
(大阪府八尾市 大阪経済法科大学 経営学部教授／キャリアセンター所長代理 徳丸 義也）

30

農業用ため池の防災・減災対策について
（農林水産省農村振興局防災課 防災・減災対策室）

８

「男女共同参画の視点で取り組む 防災ハンドブック」の作成と普及活動について
（栃木県人権・青少年男女参画課、(公財)とちぎ男女共同参画財団）

12

中高層マンションでの“総合防災力”向上を目指して ～在宅避難生活と安否確認の定着化～
(千葉県習志野市 パークグランディエデナ自主防災会 会長 松田 輝雄）

20

人の口から人の心に伝える ～Team Sendaiの伝承活動～
(宮城県仙台市 Team Sendai 鈴木 由美）

16

大雨から大切な命を守る ～逃げ遅れゼロに向けて住民避難を後押しする防災啓発～
(愛知県名古屋市 一般社団法人中部地域づくり協会　地域づくり技術研究所）

26

避難スイッチは自ら考えよう！
(兵庫県宝塚市 川面地区自主防災会 会長 喜多 毅）

32

訓練の経験を計画に！住民の目と耳と声でつなぐ自助・共助・公助のバトン ～コロナ禍でも継続できた私たちの防災・減災事業～
(大阪府大阪市 新東三国地域活動協議会 副会長 増田裕子）

28

校区と福祉施設で「避難所覚書」を締結 ～校区ぐるみで災害から命を守るための取組み～
(福岡県北九州市 松ヶ江北校区市民防災会 前会長 橋﨑 清）

34

蔵王高校クラブ・ジオパーク活動 ～蔵王町と共に歩む協働的な防災の学び～
(宮城県蔵王町 蔵王高等学校 防災主任 伊藤 伸）

18

1993年（平成５年）北海道南西沖地震の体験談
(元北海道奥尻町総務課長　竹田 彰 ほか住民の体験談）

36

 過去の災害を振り返る 第18回連　載
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